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緑色蛍光タンパク質，GFP 光るしくみを物理化学，有機化学，生物化学等，様々な観点から考察し，「構造が機能をつくる」

ことを理解する。分子模型や計算機等を使って学生自身で手を動かし考えることで，遺伝子発現（セントラルドグマ）の流

れ，タンパク質の立体構造やフォールディングのしくみ，発色団が蛍光を発するしくみ，蛍光観察を行う技術等の直感的理

解を目指す。 

講義に加えて分子模型や計算機等に活用した演習を平行して進め，遺伝子発現（セントラルドグマ）の流れ，タンパク

質の立体構造やフォールディングのしくみ，発色団が蛍光を発するしくみ，蛍光観察を行う技術等を直感的に理解させ，生

命理工学分野への興味を喚起するのが主なねらいである。 

 
科学・技術の創造プロセス【環境・社会理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of Environment and Society】） 

初年次担当主任  浅輪 貴史 准教授  真野 洋介 准教授  真田 純子 准教授   

高橋 史武 准教授  寺澤 友貴 助教  三井 和也 助教  海塩 渉 助教  1-0-0  2Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の各系に関係するものづくりについて，そのプロセス（計画，設計，施工・製

作，管理・運用）を体得する演習などを行う。 

ねらい：建築学，土木・環境工学，融合理工学の各系における，創造プロセスを演習などを通して理解する。 

到達目標：建築学，土木・環境工学，融合理工学に関わる創造プロセスの基本的事項と流れを理解できる。 
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Ⅸ 初年次専門科目 

 
【理学院】 

理学院リテラシ（School of Science Literacy）  

各教員  初年次担当主任  1-0-0  1Q 

本講義は，理学院に入学した新入生に対し，急速に進展しつつある現代の科学について，いろいろな分野の現状とその

体系，研究の進め方などについて触れる機会を提供する。さらに，将来に備え国際性および科学者倫理についての講義も

行う。また，理学院が関係する科学について，2Q で開講される「科学・技術の創造プロセス【理学院】」が実地体験の場

を提供するので，本講義に続き当該科目を受講することを強く推奨する． 

 

理学院専門基礎（School of Science Basic Course） 

2-0-0  3Q～4Q 

 3Q（第 1 回～3 回）数学系 

水本 信一郎 准教授 

 整数論で重要な役割を担っているゼータ関数について，入門的な解説を行う。前半では，リーマンのゼータ関数と素数

の分布の関係について説明する。証明は可能な限り既習の知識の範囲で行う。現代の数学では，リーマンのゼータ関数の

発展形としての様々なゼータ関数の存在が分かってきている。講義の後半ではその様子の一部を概説する。 

 

 3Q（第４回～7 回）物理学系 

河合 誠之 教授 

 本講義では, 物理学の様々な領域に現れる「波動」について学ぶ。音波や光波といった馴染み深い例を用いて波の基本

性質を学んだ後, 質点系の運動方程式から波動方程式が導出されること, 波動方程式が電磁波を始め多くの波の運動を統

一的に記述することなどを学ぶ。さらに原子・分子をはじめミクロな粒子の運動を記述する量子力学においても波動が重

要な役割を果たすことや, 重力波や非線形波動など物理学の最先端においても波動が重要な役割を果たしていることを理

解する。 

 

 4Q（第 8 回～10 回）地球惑星科学系 

中本 泰史 教授  横山 哲也 教授  上野 雄一郎 教授  中島 淳一 教授 ほか 

 本講義は「地球惑星科学の最先端研究」をテーマに，これまでに地球惑星科学が歩んできた歴史をおさらいしつつ，地

球惑星科学系で行っている最新の研究成果を紹介する．そこでは，惑星形成の素過程，系外惑星，隕石の同位体分析，地

球・惑星・地球生物圏の進化，地球中心核の成長，地震・火山テクトニクスなど，惑星系から固体地球に至る広い時空間

スケールを対象にする．講義では，教員の体験談を交えながら，研究における柔軟な発想や多角的なものの見方の重要性

にも触れる予定である． 

 

 4Q（第 11 回～14 回）化学系 

河野 正規 教授  工藤 史貴 准教授 

 本講義では，「基礎科学」における「化学」が現実社会においてどのように活用されているかを学習する。産官学問わず，

様々な機関において化学のバックグラウンドを生かして第一線で活躍している研究者・技術者が講義を行う。基礎研究か
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ら応用研究・技術開発に関するフロンティア，およびそこに行きついたプロセスにおける基礎科学の重要性を学ぶ。また

キャリア形成の上で，基礎科学がどのように活かされるかを学ぶ。講義を通じて，未来を担う学生や若手研究者が，自分

の将来を俯瞰できるビジョンを提供する。 

 

 

【工学院】 
工学リテラシーI（Engineering Literacy I）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  1Q 

本講義は通年の講義である。工学院の新入生を対象とし，２年次以降の専門教育の導入科目と位置づけ，エンジニアリ

ングセンス養成の第一弾として，工学の楽しさと奥深さを種々の課題の演習を通じて理解させる。工学リテラシー

I,II,III,IV を通年で受講することにより「ものを加工する（機械工作）」，「ものの形を創る（CAD 演習）」，「ものを熱で動

かす（ぽんぽん蒸気船）」，「ものを制御する（制御システム設計）」，「マイコン搭載ワイヤレス電気自動車」，「通信・計算

機システムと知的情報処理」，「技術をマネジメントする（管理技術）」に関する課題を体験する。なお，通年の受講におい

て同じテーマを重複受講しないよう配慮されているので，必ず自身に割り振られた「学院クラス」と同じ記号のクラス（例：

学院クラスが a の者は工学リテラシーIa, IIa, IIIa, IVa）を履修すること。 
 

工学リテラシーII（Engineering Literacy II）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  2Q 

  工学リテラシーI と同じ 
 

工学リテラシーIII（Engineering Literacy III）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  3Q 

  工学リテラシーI と同じ 
 

工学リテラシーIV（Engineering Literacy IV）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  4Q 

  工学リテラシーI と同じ 
 

 

【物質理工学院】 
物質理工学リテラシ（Materials and Chemical Engineering Literacy）  

森川 淳子 教授  中嶋  健 教授  原  正彦 教授  吉川 史郎 准教授 ほか 各教員  

0.5-0.5-0   1Q 

物質理工学におけるリテラシの向上を図るため，少人数のグループに分かれ，物質理工学院の各研究室で取り組んでい

る研究の課題に主体的に取り組むことで，物質理工に関する研究の概要や方法論の基礎にふれるとともに，各研究分野の

特徴や面白さを学ぶ。また，将来に向けて研究者・技術者にとって重要な国際情勢や科学者・技術者倫理についても学ぶ。 

 
物質理工学概論Ａ（ Introduction of Materials and Chemical Engineering A）  

森川 淳子 教授  中嶋  健 教授  林  幸 准教授  田中 浩士 准教授  VACHA MARTIN 教授  
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大場 史康 教授  木村 好里 教授  田中  健 教授  安藤 慎治 教授  久保内 昌敏 教授  

1-0-0   2Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学の各分野における最新の研究トピックスを基礎となる学問から具体

的な実例と展望を学び，自ら情報を集めて学ぶ学習の心構えの習得をねらいとする。 

 
物質理工学概論Ｂ（Introduction of Materials and Chemical Engineering B）  

森川 淳子 教授  中嶋 健 教授  柘植 丈治 准教授  古屋 秀峰 准教授  松本 英俊 教授  

宮内 雅浩 教授  熊井 真次 教授  山中 一郎 教授  大塚 英幸 教授  荒井 創 教授  

1-0-0  3Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学概論Ａを踏まえて，物質理工学の専門科目の導入となる材料系と応

用化学系の基礎を学ぶ。また，基礎から研究を見据え，世界で活躍できる技術者・研究者に成長するための道筋を示す。 

 
物質理工学概論Ｃ（Introduction of Materials and Chemical Engineering C）  

森川 淳子 教授  中嶋 健 教授  相良 剛光 准教授  渕野 哲郎 准教授  保科 拓也 准教授  

藤居 俊之 教授  大友  明 教授  宍戸  厚 教授  関口 秀俊 教授  1-0-0  4Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学概論ＡとＢを踏まえて，物質理工学の 200 番台以降の系専門科目を

履修するための予備知識となる材料系と応用化学系における研究トピックスを学ぶ。 
 
 
【情報理工学院】 
情報理工学リテラシー（Literacy of Computing） 

1 ﾟ関嶋 政和 准教授  2 小林 隆志 准教授  3 中野  張 准教授  4 土岡 俊介 講師        
5 金崎 朝子 准教授  1-0-0  1Q 
本講義は，情報理工学分野について，学問や産業，社会との関わりについて大きく視野を広げ，問題意識や深い知的探究

心を持って主体的かつ意欲的に大学での学修に取り組めるようにすることを主目的としている。 
このために，国際的な活動への関心を高め，研究者や技術者の倫理のあり方についての講義，定められたテーマに関する

調査ならびに討論力を養成するためのディベート等，多様な形態の組み合わせにより行われる。 
 
情報理工学基礎１（Foundations of Computing 1） 
井上 中順 助教  1-0-0  2Q 

概要：計算機科学に必要となる数学的な概念，記法，論法の基礎を提供する。本講義は学生が抽象的，論理的なものの見

方，考え方を身につける手助けをする。 
キーワード：集合，写像，関係，無限。 
 
情報理工学基礎２（Foundations of Computing 2）  
井上 中順 助教  1-0-0  3Q 
概要：計算機科学に必要となる数学的な概念，記法，論法の基礎を提供する。本講義は学生が抽象的，論理的なものの見

方，考え方を身につける手助けをする。情報理工学基礎１を履修していることが望ましい。 
キーワード：論理，数え上げ，定義，証明，木構造，アルゴリズム。 
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情報理工学基礎３（Foundations of Computing 3）  
ﾟ三好 直人 教授  三浦 英之 准教授  梅原 雅顕 教授  渡辺  澄夫 教授  1-0-0  4Q 
概要：数理・計算科学系のカリキュラムの一部である離散構造，微分方程式，数理最適化，離散確率などを話題にする。

これらの分野では現実問題のエッセンスのみを抽出した数学モデルを構築し，このモデルを計算機で実装するアルゴリズ

ムを意識した数学・確率理論を展開する。その中でも，専門的な予備知識を余り用いないテーマを中心に解説を行う。 
    
    
 
【生命理工学院】 

最先端生命研究概論【生命理工学院】（Introduction to Bio-Frontier Research【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ三浦 裕 准教授  太田 啓之 教授 ほか  1－0－0  1Q 

バイオに関連した最先端のトピックスをそれぞれの研究領域の専門家がわかりやすく概説する。各領域で課題となる基

盤知識や応用技術などについて広く関心を深めるとともに，専門科目をより意欲的に学ぶために必要となる問題意識の醸

成を図る。 

 

生命理工学院リテラシ（School of Life Science and Technology Literacy） 

ﾟ山口 雄輝 教授 ほか 0－2－0  2Q-3Q 

本科目では，Problem-based learning（PBL，問題解決型学習）型の講義・演習・グループワーク・プレゼンテーシ

ョンを行う。生命理工学分野の様々な課題のPBLを通じて，生命理工学分野のリテラシ・基礎専門力・創造力を養うとと

もに，これから生命理工学分野の学問を学んでいく意欲を高める。 

 

国際バイオ創造設計【生命理工学院】（International Bio-Creative Design【School of Life Science and Technology】） 

ﾟ松田 知子 准教授  鈴木 崇之 准教授  太田 啓之 教授  
TAKAHASHI MASAYUKI 特任教授  Robert R. Whittier 非常勤講師 ほか  0－1－0  4Q    

少人数のグループに分かれ,生命理工学分野での最新の科学技術のブレークスルーについて, 日本人教員のみならず外

国籍教員や大学院課程の留学生（TA）の指導・協力も得て, 英語でのディスカッションやプレゼンテーションを行う。

課題を自ら見いだし,さらに,課題の解決策を提案する。教えられる学習ではなく，国際社会に通じる創造性，リーダーシ

ップ力, 協調性, 柔軟性, 状況把握力, ストレスコントロール力をつけ,自ら学び解決する方法を学ぶことを目的とした

演習である。 

 
 
【環境・社会理工学院】 

環境・社会理工学院リテラシ（School of Environment and Society Academic Group Literacy）  
初年次担当主任  建築学系主任  土木・環境工学系主任  融合理工学系主任    

阿部 直也 准教授  利穂 吉彦 非常勤講師  小泉 幸弘 非常勤講師  1-0-0  1Q 
概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野の最先端の情報を含めた概要を紹介する。 
ねらい：各分野における基本的な理念と考え方について修得させ，技術者倫理並びに国際意識の醸成を図る。 
到達目標：環境・社会理工学院に関連する基本的な技術者倫理並びに国際意識に基づいて技術者としての活動ができる。 
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環境・社会理工学院専門基礎１（School of Environment and Society Academic Group Basic Science I）  
花岡 伸也 教授  村山 武彦 教授  大佛 俊泰 教授  村田  涼 准教授   

坂野 達郎 教授  齋藤  潮 教授  室町 泰徳 准教授  1-0-0  2Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野における「計画系」に関わるテーマを取り上げ講義，演習などを行

う。 
ねらい：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）にかかわる 「計画」 分野の研究・活

動内容を理解する。 
到達目標：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）にかかわる 「計画」 分野の研究・

活動にスムーズに着手できるようになる。 
 

環境・社会理工学院専門基礎２（School of Environment and Society Academic Group Basic Science 2）  
竹内 徹 教授  西村 康志郎 准教授  髙橋 章浩 教授  千々和 伸浩 准教授   

高橋 邦夫 教授  秋田 大輔 准教授  1-0-0  3Q 
概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野における「構造系」に関わるテーマを取り上げ講義，演習などを行

う。 
ねらい：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「構造」分野の研究・活動内容

を理解する。 
到達目標：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「構造」分野の研究・活動に
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鍵  直樹 准教授  浅輪 貴史 准教授  大風 翼 准教授  鼎 信次郎 教授   

吉村 千洋 准教授  藤井 学 准教授  錦澤 滋雄 准教授  高木 泰士 准教授  1-0-0  4Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野における「環境」に関わるテーマを取り上げ，講義・演習などを行

う。 
ねらい：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「環境」分野の研究・活動内容

を理解する。 
到達目標：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「環境」分野の研究・活動内

容にスムーズに着手できるようになる。 
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